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スマートチャージシステムのご紹介 

株式会社セック 
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スマートチャージシステムのご紹介 

「スマートチャージシステム」は、経済産業省、平成21年度「電気自動車普
及環境整備実証事業（大規模駐車場におけるスマート充電システム実証
事業）」で製作したEV向け充電システムで、限られた電力（契約アンペア
数）を有効活用し、効率的なEV向け充電環境を提供します。 
    

具体的には、マンションなど集合住宅及び小規模タウン向けの、据付型電
気自動車充電インフラシステムと、イベント等で活用できる移動型電気自
動車充電インフラシステムをご提供します。 
 

通信モジュールを搭載し、センターシステムに充電情報を通知したり、設
備の異常を監視したりする機能が備わっています。 

 

利用者認証には、ＩＣカード（非接触ICカードFeliCa）が利用できます。利
用実績（使用時間、充電量等）が確認できますし、充電完了通知や、毎月
の利用実績情報等はメールにてお知らせできます。 
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2009年度実証事業成果 

タッチパネルコンピュータ 

タッチパネルディスプレイ 

フェリカリーダ 

認証する 

パレット選択 残量表示 
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2009年度実証事業成果 

4 小型化が課題（高：190cm／幅：160cm／奥：35cm） 

開閉器 

これら開閉器のON/OFFを制御コンピュータ
から制御すことで最適充電を実現している。 

エネルギーモニタ 

ブレーカー 

Auto/Manual切替
スイッチ 

制御コンピュータ 

通信装置 

エネルギモニタ 

コントローラ 

ヒータ 

主幹ブレーカ 

アレスタ 

拡大 
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スマートチャージシステム 

12台×4／6台×8 
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スマートチャージシステム 

普通充電 

急速充電 

■単体型 

•通常の100v電源もしくは200v電源を利用 

•住宅や小規模駐車場等での利用が現実的 

•深夜電力を利用することで、充電コストが抑えられる。 

•家庭用電源を利用するため工事費用が安く抑えられる。 

•価格は20万～50万 

•蓄電機能を持ち、短時間で充電できる。 

•急速充電器は非常に高価。 （300万～1000万円） 
•高圧供給のための高圧受電設備の費用が必要な場合あり。 

（500万～1000万円） 
•最近は出力を抑えた中速充電器も開発されている。 

■大規模型 
•200v電源（単相交流３線式）を利用 

•集合住宅向け 

•移動式なので、設置場所を選ばない 

•負荷平準機能により、限られたアンペアを効率的に活用 

 6台以上ある場合が効果的 

•規模にもよるがトランス等は不要なので、急速充電と比較し工事費用は安価 

•低コスト（ミニマム構成＝6コンセント） 

スマート 

チャージ 

システム 

スマート充電システムは、配電制御が行える大規模駐車場向けの普通充電システムです。 
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採用事例① 



8 

Copyright © 2012 Systems Engineering Consultants Co.,LTD. All rights reserved. 

採用事例② 
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採用事例③ 



10 

Copyright © 2012 Systems Engineering Consultants Co.,LTD. All rights reserved. 

ストロングポイント 

スマート充電システムの採用（特許申請済） 

スマート充電システムは限られた電力量を効率的に利用し、
複数台の電気自動車に電力を最適に振り分ける制御を行う
システムです。1箇所で同時に複数台の充電を行うような駐
車場に最適です。 

 

サービス基盤のご提供 

インターネット経由で充電設備の空き情報を検索したり、充
電完了のお知らせメールを受け取ったり、電気自動車のカー
シェアリングの予約実績管理及び位置情報の発信、走行軌
跡の表示等のサービスを必要に応じて導入することが可能
です。 
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スマートチャージのマーケット 

自治体 

病院、学校 

駐車場メーカ 

自動車メーカ及び販売会社 

不動産デベロッパー 

ショッピングセンタ・コンビニエンスストア 

レンタル・リース会社 
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ご提供できるサービス 

G-EV 
急速充電器／充電器遠隔監視制御システム 
 

スマートチャージシステム 
電気自動車充電システム 
 →据置型／可動型 
 →追加型（12台×4／6台×8） 
利用者認証（非接触ICカードFeliCa） 
充電完了メール送付サービス 
各種インターネットサービス  
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充電設備の種類 

普通充電 

急速充電 

■特徴 

•通常の100v電源もしくは200v電源を利用する充電。 

•充電に時間がかかる。 

•自宅等、比較的長時間滞在する駐車場で利用。 

•深夜電力を利用することで充電コストが抑えられる。 

•家庭用電源を利用するため工事費用が安い。 

■特徴 

•蓄電機能を持ち、短時間で充電できる。 

•急速充電器は非常に高価。 （300万～1000万円） 
•高圧供給のための高圧受電設備の費用が必要。 

（500万～1000万円） 

写真は 

「パナソニック電工エルシーブ」 
  

写真は 

「ハセテック急速充電器」  

スマート・チャージ・システム 

普通充電が対象で今回の成果 

急速充電器監視システム 

G-EV（弊社製品） 

• EVの充電口は急速充電用／普通充電用で分かれています。 

• 急速充電用の充電口にはCAN(Controller Area Network)が 

 組み込まれており、EVのバッテリー残量を取得できます。 

• 一方、普通充電用の充電口にはCANが組み込まれていない 

 ため、 EVのバッテリー残量を取得できません。 

急速充電 普通充電 
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充電システムの進化 

日本経済新聞から 充電システムは低価格化、操作性向上、安全性向上の三つで進化する。 
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標準化対応（SAE J1772） 

SAE J1772規格のコネクタについて 
電気自動車（EV）、ハイブリッド車（HEV）の充電用インター
フェイスとして、SAE（米国自動車技術者協会）が標準規格の
策定を進めています。SAEのJ1772作業部会は、EV/HEV充
電用コネクタをレベル1、2、3の三つにわけて規格化していま
す。 

スマートチャージシステムも、J1772規格適合コネクタの検討
に着手しました。 
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標準化対応（CPLT対応） 

普通充電ケーブルに、箱状の充電制御回路（CPLT：Control 
Pilot Circuit）を付ける。CPLTは、クルマのECU（電子制御
ユニット）とデータ通信した上でクルマに電流を送るため、
ケーブル操作時の安全性を向上できる。既にトヨタ自動車が
「プリウスプラグインハイブリッド」（プリウスPHEV）で採用し
ている。 

新しいコネクタは、ケーブルを電源に差し込むときに、ケーブ
ルのコネクタと電源のコネクタの突起部分が接し、ケーブル
が外れないようにするロック機構を備える。従来は、ケーブル
のコネクタを電源コネクタに挿入し、次にケーブルのコネクタ
を回すことでコネクタが抜け落ちることを防ぐ旧式のロック機
構だったため、使い勝手が悪かった。 
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スマートチャージの特徴（特許申請中） 
   ◆ピーク時の負荷を平準化 

スマート充電システムは、ある一定の電力を細かくＥＶに配電を行います。例えば、iMiEVの保有台数が6台だとし、1台の平均利用時間が12時間、
利用は主に日中帯だとすると、夜間帯の12時間を充電時間に充てることが可能です。iMiEVの場合は電池残量０％～１００％充電に6時間ですから、
仮に全車両（6台）がそのような状況でも3台分の電力量があれば充電ができることになります。利用シーンにもよりますが、実際に充電に6時間を必
要とするようなケースはなく、おおよそ平均で3時間程度と見積もっておけば充分で、そうした場合、2台分の電力量でまかなえることになります。そう
すると、6台分の電力量を用意することに比べ、1/3の電力量に抑えることができます。 

分電盤 
主幹電流 ９０A 

(18KWh) 

スマート 

充電システム 主幹電流 ３０A 

(6KWh) 

一般的には、1台あたり１５A必要なので、6台同時に充電するには９
０A必要 

スマート充電システムでは、同時には2台づつ充電、ある一定時間で
充電する車輌を切り替え、必要アンペアを３０Aに削減可能 

   ◆電力マネージメントシステム（スマートメーター）との連携等も可能 
スマート充電システムは入力となる電力量を制御できるので、電力マネージメントシステムと連携し、オンデマンドの制御（demand response）が可
能です。場合によれば、うまく活用すれば、基本料の契約変更が不要になる可能性も高くなります。 

   ◆ニーズに合わせた配電が可能 充電
量 

T時間 

Full 

EV

カー１ 

EV

カー２ 

０ 

EV

カー３ 

充電
量 

T時間 

Full 

EVカー２＋EV

カー３ 

EV

カー３ 

EVカー１＋EVカー２＋
EVカー３ 

０ 

スマート充電システムは、限られた電
力量の中で配電を行います。そうした
場合、利用シーンにより、多様な配電
パターンが発生します。 

スマート充電システムでは、均等配電
パターンや、小SOC優先パターンなど、
これら多様なニーズに応えます。 

 

均等配電パターン 小SOC優先パターン 
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スマートチャージシステムの構成 

充電最適制御機器（SCCU） 

センターシステム 

携帯網 

コンセントBOX コントロールパネル 

WEBサーバ等 APサーバー／DBサーバ等 

利用者端末 

Internet 

センターシステム 

充電最適制御機器（SCCU）から通知さ

れた充電情報や設備のアラーム情報な
どのデータをセンターシステムで一元管
理します。 

センターシステム上のWebサイト（PCサ

イト・携帯サイト）を通じて、充電状況の確
認や設備異常の表示など、様々なサービ
スを提供します。 

充電最適制御機器（SCCU） 

充電最適制御機器は駐車場毎に設置される充電設備（一式）です。 

■コントロールパネル 
充電操作を行うためのタッチパネルディスプレイです。 

コンセントBOXを制御するコンピュータ、センターシステムへ状態等
を通知するための通信モジュール等も搭載されています。 

■コンセントBOX 
充電用コンセントです。コントロールパネルからの制御信号に従い、
内蔵される開閉器がON/OFFされ、最適制御されます。 

■中継BOX 
電流線、制御線を中継するBOXです。中継BOXには最大6つのコン
セントBOXが接続できます。 

利用者端末 

センターシステム上の
Webサイトにアクセスし、

充電状況を閲覧したり、
充電完了通知のE-

Mailを受信するなど、
PCや携帯を使って

様々なサービスを利用
します。 

携帯網 

スマート充電システムは、現場に設置する制御装置とデータセンターに設置するセンターシス
テム、そして状況等を閲覧するPCや携帯電話で構成されます。 

中継BOX 

通信モジュール 

充電最適制御機器（SCCU） 

コンセントBOX コントロールパネル 

中継BOX 

通信モジュール 
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付帯サービス 

EV・充電設備・システムに関するサービスをトータルにご提供できます 

センターシステム 充電最適制御機器（SCCU）および充電設備 

•データセンター 

•サーバハードウェア調達 

•サーバ環境構築 

•センターシステム（ソフトウェア） 
•センターシステムカスタマイズ業務 

•ハードウェア保守 

•ソフトウェア保守 

 

調達 

開発 

保守 

•設置作業計画の策定 

•充電最適制御装置の調達、機器組み上げ 

•充電最適制御装置の設置工事 

•電気工事 

•各機器／装置の保守 

 

調達 

工事 

保守 

※工事および保守の一部は外注を予定 

コンサルテーション 

•EV導入ご提案 

•充電設備ご提案 

•導入計画 

•EV導入によるCO2排出削減 

•CO2削減の測定／改善提案 

EV 

•EV 

•EVロガー取り付け 

 調達 工事 

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.mobilewhack.com/logitech-cordless-desktop-wave-keyboard-mouse-combo.jpg&imgrefurl=http://www.mobilewhack.com/desktop_pcs/&usg=__aFagn6Rs_WuuRbvqd78cdU1ZU5Q=&h=280&w=420&sz=15&hl=ja&start=4&sig2=W9afP6EE40ZYjdeEfRyQNA&itbs=1&tbnid=X15Ea9GifjC1pM:&tbnh=83&tbnw=125&prev=/images%3Fq%3Dkeyboard%2Bmouse%26hl%3Dja%26sa%3DG%26gbv%3D2%26tbs%3Disch:1&ei=EH2HS_q-HM2GkAW9yYSaDw
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CO2排出削減量の見える化 

CO2排出削減量の見える化／EVを効率よく使う=車輌稼働率を上げる 

走行距離測定 

CO2排出 

削減量算出 

CO2排出削減 

計画 

車輌稼働率の 

測定 

導入台数、導入エリア、導入車種、車輌稼働率、平均走行距離、
利用形態、利用時間･･･、CO2排出削減目標値、アセスメント 
 

■案1：定期位置情報送信から走行距離（概算）を算出 

■案2：EVロガーから走行距離（概算）を取得 

■電力消費量(kWh) 

  = 1/電費(km/kWh)×年間走行距離(km)×台数(台)  

■電力消費に伴うCO2排出(kg-CO2) 

  = 電力消費量(kWh)×発電のCO2排出係数(kg-CO2/kWh) 

走行時間、充電時間、待機時間 

Plan 

Do 

Check 

Act 
スマートチャージシステム 


